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学習の様子

ゴカイを探そうゴカイを探そう

水路で藻が活躍水路で藻が活躍

生き物比較生き物比較

キャナルベース前に
集合

キャナルベース前に
集合

運河のひみつをみつ
けよう

運河のひみつをみつ
けよう

網にかかったクロ
ダイ

網にかかったクロ
ダイ

ゴカイとか

エビとかおる？

運河の水は

何色？

これカニ

ちゃう？

これがであい橋！
タンクの形に
見える？

尼崎キャナルガイド
のみなさんと運河の

基礎を知ろう
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学習の感想文学習の感想文

人工干潟
人工干潟

全員で階段に座って
まとめ

全員で階段に座って
まとめ

運河の歴史や

防災や物流を知ろう

運河クイズ

むずかしくないで！

にごりを食べる貝が
死んだらヘドロ

になるよ

生き物の力で
ジュンカン

している仕組みが
わかったかな？
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Let's  go  to  the  Amagasaki  Canal
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　尼崎運河は尼崎市の南部、臨海地域に位置します。「尼崎運河域」と呼ばれるその範囲は、概ね国道43号
から南側の中島川と武庫川に挟まれた、尼崎港を中心とする阪神工業地帯の核としても知られています。
　北堀・中堀・東堀・西堀・南堀の5つの運河の長さは6．9km、幅は30～40m、水深は2～6mで、3つの河川
（蓬川、庄下川、旧左門殿川）を合わせると運河域の全延長は12．4㎞になります。

　高度成長期には港湾物流施設として機能し、この地域を阪神工業地
帯の核として発展させる重要な役割を担ってきました。近年、その物流
機能は産業構造や物流体系の変化によって次第に低下しつつあります
が、現在でも尼崎閘門は年間約8,000隻の貨物船が通航しています。
　また、運河の機能や役割を維持するため、閘門式防潮堤や水門、ポン
プ場、跳ね橋等様々な施設が設けられており、運河そのものにも豪雨
時に雨水を溜めこむ遊水池としての機能が備わっています。

尼崎運河とは

　　尼崎運河の役割

　魅力あふれる都市環境づくりのため、産・官・学・民が協働し「尼崎21世紀の森構想」、「リフレッシュポー
トあまがさき」等のプロジェクトによる緑化や遊歩道の整備、水質浄化等の事業が進められています。
　しかし、過去の公害のイメージや交通アクセス面の課題も多く、改善のための取り組みを重ねる必要が
あります。尼崎運河の特色や歴史的資源、集客施設を活用し、より多くの方に運河にきていただきたいと
考えています。

　　尼崎運河の今

尼崎運河の位置図

北堀運河と六甲の山並み
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尼崎運河の歴史

　　新田開発と臨海工業地帯のはじまり

日本リバー・ブラザーズ社（現、日油株式会社）
絵はがき（大正期頃）

尼崎市立地域研究史料館所蔵

大正９年頃の臨海地域

　兵庫県南東部に位置する尼崎市。南は大阪湾に面し東は猪名川、西は武庫川に囲まれた市域の大部分
は、大阪湾の沿岸流や武庫川・猪名川の両水系が運ぶ土砂が堆積してできた平野です。古代の海岸線の後
退による平野形成から、中世には港町として発展していきます。神崎川は都と瀬戸内・西国を結ぶ交通路と
なり、平安時代後期には神崎・今福・杭瀬・長洲・大物等、川船と渡海船を乗り換える河口の港が栄えました。
　近世に入ると、政治・経済・軍事等あらゆる面で大坂が江戸幕府の西国支配の最重要拠点になりました。
その西に位置する尼崎は軍事上大坂の西を守る要の地として重視され、幕府は四層の天守を持つ本格的な
近世城郭を築城させました。城の西には寺町が、その南には侍屋敷等が建設され、城下町の姿が整っていき
ました。漁業の他に米や木材、酒樽用の菰、菜種等の商品作物も盛んに生産され、流通先進地となる一方、
農業を支える治水や水利も整備されます。それらの水利施設が尼崎運河の原型になったとされています。

　商業的農業の隆盛を背景に、海岸部では大規模な新田開発が実施されますが、一方で常に水害との戦い
があり、農家の人々は苦労したようです。海に面した道意新田はたびたび高潮に襲われ、寛文10年（1670）
には堤防が決壊し、村中の家が流出するという大被害に見舞われました。
　そのような苦難を乗り越え、18世紀中頃には土地も安定し、綿作も展開するようになりました。江鮒の養
魚計画や城下近くの石垣にできた海苔を採取する等、たくましく生産活動を続け、明治初年には道意新田
だけで330人以上の人々が暮らしていました。

　明治維新後、尼崎でも近代化が進んで
いきます。明治38年（1905）に阪神電鉄
が開業し、昭和15年末までには1万トン級
以上の船舶が工場に直接接岸できる工
業港としてほぼ今日の尼崎港の輪郭が形
成されました。
　この地域が臨海工業地帯として発展
した理由として、新田開発で人家・集落が
少なく平坦な土地が広がっていたこと、
海や川に面しているので船による原材料
の調達や製品出荷が便利であったこと、
大阪に近く労働人口等が集積していたこ
とが背景にありました。

運
河
の
　

ひ
み
つ
編
／
尼
崎
運
河
の
歴
史

－28－



　　臨海工業地帯の変遷

ベルベット石鹸（現、日本油脂株式会社）
ベルベット石鹸発行絵はがき（大正15年～昭和10年頃）

尼崎市立地域研究史料館所蔵

尼崎埋立地の地名 「尼崎築港70年史」より

　明治22年（1889）、左門殿川沿いに尼崎紡績
（後の大日本紡績、現在のユニチカ）が近代工場
を開業したことが、尼崎への本格的な工場進出
のはじまりとされています。工場立地に伴い新田
の水路は減少していきます。
　日露戦争から第1次世界大戦時には交戦諸国
から軍需品の注文が殺到し、さらに交戦国とア
ジア・アフリカとの貿易が途絶えたため、日本の
輸出経済は大幅な伸びを示し、尼崎でも既設の
工場の拡張・増産に加え、住友の財閥系企業等
が相次いで進出し工場を建設しました。特に重
化学工業の大規模工場が臨海地域に集中する
ことになりました。
　昭和15年頃には干潟は消え、水路が整理され
た結果、北堀・西堀・中堀・東堀運河として現在の
臨海地域の原形が形成されます。
　その後、急速な工業化に伴う工場の地下水汲
み上げによる地盤沈下が激しくなり、台風のた
びに大きな被害を受けるようになっていきます。
昭和25年のジェーン台風による被害は特に深刻
であり、その対策として運河の物流機能を維持
し、なおかつ高潮や洪水等の浸水被害からまち
を守るための閘門式防潮堤が建設されます。

　　尼崎運河と埋め立て事業

　昭和初期に築港され、尼崎港の輪郭が形成さ
れた後、臨海工業用地の埋め立て・造成事業が始
まります。運河の整備は都市計画事業として位置
づけられ、室戸台風による災害復興事業として実
行されたことも工業地帯化を促進しました。
　総面積44万5千坪の港となった埋め立て地に
は、関西共同火力発電、日本石油、尼崎製鋼、尼崎
製鉄等、電力・石油・鉄鋼を中核とする重化学工
業の大工場群が進出し、新たに扇町・末広町・鶴
町と命名されました。
　埋め立ては今も続いており、一部は兵庫県によ
るフェニックス事業用地（東海岸町沖地区）とし
て平成16年から利用が開始されています。
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